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人ロの動き
　11月1日現在
男4，136（一6）
女4，218（一13）
計　　8，354（一19）
世帯数2，302（一4）

（）は前月比較
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侮
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、
じ
　
り

▲黄色のコスチュームをつけ、堂々入場の上野地区
川西中学校グラウンド

　
四
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
川

西
町
民
体
育
祭
」
が
、
十
月
八
日
、
川

西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
十
回
目
と
な
っ
た
今
大
会
で

は
、
千
手
地
区
を
二
つ
に
分
け
、
五
地

区
か
ら
選
手
・
応
援
団
二
、
五
〇
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
地
区
別
に
分
か
れ
た

五
チ
ー
ム
が
入
場
行
進
し
た
あ
と
、
清

水
隆
明
さ
ん
（
上
野
）
の
持
つ
聖
火
が

聖
火
台
に
点
火
。
田
口
直
人
大
会
会
長

の
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
保
坂
陽
未
さ
ん

（
栄
町
）
が
体
力
づ
く
り
宣
言
町
宣
言

文
を
朗
読
。
保
坂
和
則
・
ナ
ツ
子
さ
ん

夫
婦
（
栄
町
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

　　　　　　　　　　　　　　欄幅

　　　　　　　　　　　幽

　　　　　　　　談　　　　撫義艶鰻

行
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
応
援
団
を
編
成
し
、
終

始
競
技
を
盛
り
上
げ
、
そ
の
内
容
は
連

日
の
練
習
量
が
う
か
が
え
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

　
競
技
は
、
小
学
生
五
十
メ
ー
ト
ル
競

走
（
オ
ー
プ
ン
）
か
ら
始
ま
り
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
十
三
の

種
目
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
、

競
技
の
部
で
は
橘
地
区
が
、
応
援
の
部

で
は
上
野
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
新

ミ
レ
ニ
ア
ム
（
千
年
紀
）
最
初
の
大
会

と
し
て
記
念
の
一
ぺ
ー
ジ
を
記
し
ま
し

た
。、罵羅，覇．．疑，一聾i驕・離　圏嚢羅騨、．騒

霧羅覇瀟嚢萎覇蓬鑛灘
▲「仙田樽太鼓」がすっかりおなじみになりました。かけ声を合わせ

　て、たたくバチにも力が入ります。仙田地区応援のようす

▲競技の部における最終得点結果。ぶっち切りの橘地区

▲「むかでリレー」は、全員の息が合わないとうまく進め
　ません。大きな声を出して「右・左・右・左……」

漏難覇灘騒髄麗謹
　　　　　　　　　　｝　　　　　　　＿　一　　酬　　　　鱒轍織麟難

12．11．10②

　
　
辮難
灘糊

酷
、
脚
麟
難
灘

》
「
年
齢
別
リ
レ
ー
」

　
私
た
ち
が
第
一
走
。

　
し
た
一
瞬
で
す

　
　
　
　
蝋

　
　
　
構

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
灘

ス
タ
ー
ト
は

と
て
も
緊
張

難
灘
灘

▲r珍メドレーリレー」の一コマ。2走の中学生の
　は平均台でした



懸繊燃

▲チームカラーの赤のTシャツを身につけ、「おは～」でおなじみの
「慎吾ママのおはロック」を踊る橘地区

▲小・中学生を対象とした「担い手リレー」

アンカーがゴール目指してがんばりました

灘

繍醐

灘

灘

・団結

10月8日

　　　　　　麗

　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　塾，

▲r珍メドレーリレー」の最終走者のテーマは支度。慣れない手つき
　で……、エブロンのひも結びは大変だったようです

　　　　　　　　　　　　　騰

▲中学生の「大玉送り」。落とさずに早く送って！！

　　　灘轍，霞蝋，・灘・・鞘．iil、

③12．11．1・

ぐ
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
ビ
ン
た
お
し
」
。
急
い
で

　
い
る
と
、
ボ
ー
ル
が
ビ
ン
に
う
ま
く
当
た
ら
な
い
こ

　
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す

騨鎌

㌔
薯
）
■
■
≠

▲千手北部地区の応援のようす。声がかれるまで大声援を
　送り続けました

▼地区民総出の「矢切の渡し」。船ならぬ背中で船頭さん
　をおとさずに渡していきました

鋤

羅
瀦

細辮

繍

構　
繍　
　



お知らせします

團職員の初任給の状況 （平成12年4月1日現在〉

区分
川西町 国

決定初任給
採用2年経過日

給料額
決定初任給

採用2年経過日

給料額
一般行政職

大学卒 174，400円 188，900円 174，400円 188，900円

高校卒 141，900 151，800 141，900 151，800

知 レ
10
酵
σ

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成12年4月1日現在）　　人件費の状況（普通会計決算）

区分
経験年数10年以上

　　　15年未満

経験年数15年以上

　　　20年未満

経験年数20年以上

　　　25年未満
区分
住民基本台帳

（平成12．3．31）
歳出額
　　　　A

実質収支 人件費
　　　B

人件費率
（B／A）

一般行政職
大学卒 271，350円 349，150円 366，829円

11年
　　　人
8，366

51億

4，160万6千円

3億

9，458万4千円

10億

2，269万1千円

　　％
19．9

高校卒 224，600 266，900 302，900

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の

　年数をいいます。

囹一般行政職の級別職員数の状況 （平成12年4月1日現在）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

職員給与等の状況（普通会計予算）
■調　一般イ’丁止又月哉の希及万胆哉貝数（∂1ス：滉　　　　（平成12年4月1日現在）

区分
職員数

　A

給　　　与　　　費 1人当たり

給循（B／A）区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 劣 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計B1前の成比5輌成比

8級 課　　　　　長 1へ 1．0％ 1．0％ ＿％ 12年度
　入
126

4億

6，302万円 6，571万1千円

2億609万8千円 7億

3，482万9千円
583万2千円

7級 課　　　　　　長 11 10．9 5．9 1．8

6級 課長・課長補佐 6 5．9 10．9 13．9 （注）1　職員手当には退職手当は含みません。

　2　給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成12年4月1日現在〉

5級 係　長・主　任 25 24．8 22．8 23．1
4級 主　　　　　　任 23 22．8 26．8 34．3
3級 主　事・技　師 7 6．9 5．9 3．7

2級 主　事・技　師 23 22．8 18．8 9．3

区分
一般行政職 技能労務職

1級 主　事・技　師 5 4．9 6．9 13．9
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

その他
一 一

1．0
一

計 101 100．O 100．0 100．O 川西町 　　　円314，592 41．6歳 　　　円282，706 51．3歳

（注）1　川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
新潟県 366，776 42．1 342，155 45．2

（注）1　川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注）1　職員手当には退職手当は含みません。

　2　給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成12年4月1日現在〉

コ
テ
ー
ジ
C
棟
が

　
　
　
　
　
グ
ツ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

　
十
月
十
三
日
、
東
京
赤
坂
プ
リ
ン
ス
　
　
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
川

ホ
テ
ル
で
二
〇
〇
〇
年
度
グ
ツ
ド
デ
ザ
　
　
西
ス
テ
ー
ジ
で
整
備
、
当
町
節
黒
場
跡

イ
ン
賞
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
十
日
町
　
　
キ
ャ
ン
プ
場
に
設
置
さ
れ
た
「
コ
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽

◎
投
票
率

◎
投
票
者
数

◎
有
権
者
数

計女男計女男計女男

三
、
二
五
一
人

三
、
四
一
二
人

六
、
六
六
三
人

二
、
四
七
三
人

二
、
六
七
一
人

五
、
一
四
四
人

七
六
・
〇
七
％

七
八
・
二
八
％

七
七
・
二
〇
％

》
職
員
に
よ
る
開
票
作
業
の
よ
う
ず

候
補
者
別
得
票
（
鵜
唯
晦
）

■
平
山
征
夫
　
一
二
四
〇
九
票

■
小
林
一
一
二
　
一
五
〇
〇
票

■
と
が
し
昭
次
　
　
一
九
九
票

無
効
　
　
三
六
票

○

　　10．22

新潟県知事選挙

川西町の
結　果
霊鰯麗欝羅施行された新

潟県知事選挙は、即離筆後

⑫時か墜総奮竜ンター懸開

票港瓢議慧た。前回／平成

8年墨⑧欝諺の厨施藩緩）　ま鱗

轟．翻鑑灘蕊ほ欝投票率が

低灘瀬難嫡懸奮。

12・旧・④



職員手当の状況

国町西11i区分

　
当
分
分
分
分

　
手
月
月
月
月

）
勉
渇
6
『
3

拾
勤
o
色
－

宝
口給
分
分
分
分

支
明
明
明
謂

度
当
4
マ
5
マ

年
手
1
1
0
3

繰
胴
腱
計

　
　
6
1
2
3

　
当
分
分
分
分

　
手
月
月
月
月

）
勉
略
6
一
忍

拾
勤
o
色
－

圭
口給
分
分
分
分

支
明
明
明
明

度
当
。
4
マ
5
マ

年
手
1
1
0
3

繰
騰
響

　
　
6
1
2
3

勤
勉
手
当

期
末
手
当

（支給率）　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　2L　O月分　28。875月分

勤続25年　　33，75月分　44．55月分

勤続35年　　47．5月分62．70月分

最高限度額60，0月分62，70月分

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置

　1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給　　1号俸

（支給率）　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　2LO月分28，875月分

勤続25年　　33，75月分　44，55月分

勤続35年　　47．5月分　62．70月分

最高限度額60，0月分62，70月分

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置

　1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給
　20年以上勤続者　　1号俸
　勧奨の場合10年以上勤務1号俸

11年度1人当たり平均支給額19，044千円

退
　
職

区　　　　分 職、委 玄揃年

増減数 主な増減理由

手
当

ての氾の加昇借直
定年前早期退職特例措置

1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給
20年以上勤続者　　1号俸

勧奨の場合10年以上勤務1号俸

11年度1人当たり平均支給額19，044千円

ぞの氾の加算措置
定年前早期退職特例措置

1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給　　1号俸

部　　　　門 平成12年 平成11年

一般行政部門

曇
口
　
　
　
云
総
務 企画

税　　務

民　　生
衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

2人

21

7
4
1
7
0
1
2
3
1
2

2人

227

43

5
0
1
1
3
1
1

　人
△1

△2

欠員不補充

機構改革及び保育園管理業務の民間委託化

機構改革

業務量の増加

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員

　に支給された平均額です。

区分 区　　　　分 国の制度との上徽

業務量の増加

扶
養
手
当

配偶者　　　　　　　　　　　　16，000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人まで　5，500円

ただし、配偶者のいない職員の場合には、

　　扶養親族のうち1人は　11，000円
その他扶養親族1人につき　　　2，000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は5，000円加算）

同　じ

小　　計 105 104 1
特別行政部門 教　　育 22 23 △1 欠員不補充

普通会計計 127 127 0

公営企業等

会計部門

病　　院

水　　道

下水道
その他

6
4
3
3

6
4
4
3

△1 下水処理場の管理委託化
住
居
手
当

昔家　月額12，000円を超える家賃を支払っている職員

　　に対して負担している家賃の額に応じて最高27，
　　000円（家賃が55，000円以上の場合）まで支給。
持家　1，000円（ただし、住宅を新築購入した場合5年間は2，500円〉

同　じ小　　計 16 17 △1

合　　　計 143 144 △1

手

当

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員

　　に支給された平均額です。

　　　　　　　　区分　 国の制度との月

交通機関利用者負担している運賃の額に応じて
　　　　　　　最高50，000円まで支給
交通用具使用者片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以　同　じ

　　　　　　　上5km未満〉から最高20，900円（片道40km

　　　　　　　以上）まで支給。

区分

通
勤
手
当

時勤
曄
外
当

支　　給　　総　　額 17，090　千円11年度
職員1人当たり支給年額 137　円

10年度
支　　給　　総　　額 20，229　千円
職員1人’ノたり　給 133　　円

（平成12年4月1日現在）圖特別職の報酬等の状況

区分 給料、月額 期末　　’ノ

給料
町長
助役
収入役

752，000　円
581，000　円
551，000　円

11年度支給割合
6月期　1．45月分
12月期　1．75月分
3月期　0．55月分

　計　　3．75月分報酬
議　長
副議長
議　員

261，000　円
201，000　円
184，000　円

（各4月1日現在）回部門別職員数の状況と主な増減理由

尽ジC
棟
」
が
グ
ツ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
。
田
口
町
長
と
設
計
者
の
㈲
フ
ユ
ー

チ
ャ
ー
ス
ケ
ー
プ
建
設
設
計
事
務
所
石

井
大
五
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
一
九
五
七

年
に
通
商
産
業
省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
グ
ツ
ド
デ
ザ
イ
ン
制
度
を
財
日
本
産

業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
継
承
し
、
「
デ

ザ
イ
ン
の
優
れ
た
商
品
・
施
設
」
を
選

ぶ
も
の
で
、
産
業
が
デ
ザ
イ
ン
の
力
を

通
じ
て
生
み
出
す
成
果
に
つ
い
て
社
会

的
・
文
化
的
な
価
値
の
見
地
か
ら
公
正

な
評
価
を
与
え
、
産
業
活
動
の
一
層
の

高
度
化
と
人
間
社
会
へ
の
貢
献
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
コ
テ
ー
ジ
C
棟
は
、
延
床
面
積
…
六

七
・
四
八
平
方
暦
（
一
階
五
二
・
三
三

　　　　　　　　　2

　　　　　　　　《　　　　　　　《　　　　　讐　　　　雀

　　　　冠騒

騨

灘
鱗》
表
彰
会
場
の
展
示
場
で
、
受
賞
を

　
　
　
　
　
　
　
　

　
喜
ぶ
田
口
町
長
佑
と
石
井
代
表

鰍

平
方
儲
・
二
階
一
五
・
一
五
平
方
層
）
、

屋
根
…
長
尺
カ
ラ
ー
鉄
板
平
葺
き
、
外

壁
…
杉
板
押
縁
下
見
板
張
り
オ
イ
ル
ス

テ
イ
ン
＋
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
塗
装
、
床
…

コ
ル
ク
タ
イ
ル
黒
色
焼
付
仕
上
ワ
ッ
ク

ス
掛
け
・
杉
縁
甲
板
オ
イ
ル
ス
テ
イ
ン
＋

ク
リ
ア
ラ
ッ
カ
ー
塗
装
、
壁
…
シ
ナ
合

板
目
透
し
張
り
墨
塗
装
一
部
墨
＋
ク
リ

ア
ラ
ッ
カ
ー
塗
装
・
杉
板
目
透
し
張
り

オ
イ
ル
ス
テ
ン
塗
装
、
天
井
…
シ
ナ
合

板
目
透
し
張
り
墨
塗
装
一
部
墨
＋
ク
リ

ア
ラ
ッ
カ
ー
塗
装
・
杉
板
目
透
し
張
り

オ
イ
ル
ス
テ
ン
塗
装
と
い
う
も
の
。

　
同
コ
テ
ー
ジ
は
、
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン

プ
場
の
緩
や
か
な
斜
面
に
位
置
し
、
ブ

ナ
の
多
い
雑
木
林
越
し
、
東
に
越
後
三

山
を
望
む
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
に
建

っ
て
お
り
、
町
民
に
限
ら
ず
、
町
外
・

県
内
外
か
ら
広
い
利
用
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

〉
白
木
に
よ
る
透
過
性
の
あ
る
空
間

　
が
入
れ
込
ま
れ
、
微
妙
な
光
環
境

　
が
楽
し
め
る
コ
テ
ー
ジ
C
棟
内
部
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藤
巻
さ
ん
《
上
野
》
が

　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
十
月
六
日
、
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会

館
で
「
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
席
上
、
当
町
の
藤
巻
定
則
さ

ん
（
上
野
・
76
歳
）
が
結
核
・
生
活
習

慣
病
予
防
事
業
功
労
者
表
彰
（
県
知
事
）

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ー
蟷
蠣

　
　
森
窮
、
猟

　
　
　
鯵
鎌
、
定
測
聯

　
5
，
、
、
　
姻
鎮
蝉
勲
た
⇔

　
　
逸
ヤ
・
　
り
慕
ま
～
w
聡
、
　
p

　
　
　
奮

　
　
　
籍
講
幾
義
，

｛
，
、
酵
慰
澱

　
藤
巻
さ
ん
は
、
東
京
で
医
院
を
開
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
間
へ
き
地
豪

雪
地
で
あ
る
当
町
医
療
の
立
ち
遅
れ
を

憂
い
、
父
の
経
営
す
る
第
二
藤
巻
医
院

に
昭
和
四
十
七
年
一
月
に
着
任
。
自
己

経
験
な
ど
を
基
に
、
結
核
撲
滅
に
献
身

的
な
医
療
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
々
の
医
療
活
動
に
寸
暇

を
惜
し
ま
ず
、
町
の
予
防
接
種
、
各
種

健
診
事
業
及
び
健
康
教
育
事
業
に
積
極

的
に
携
わ
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、

結
核
・
生
活
習
慣
病
予
防
に
二
十
八
年

余
り
の
長
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

川
西
町
産
ぶ
ど
う
の
ワ
イ
ン
が
発
売

　
こ
の
ほ
ど
、
川
西
町
産
の
ぶ
ど
う
を

使
っ
た
ワ
イ
ン
が
完
成
し
、
発
売
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
蔑
難
醐
獺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

レ
「
ワ
イ
ン
」
が
身
近
に
な
っ
た
気
が

　
し
ま
す

ま
し
た
。
ワ
イ
ン
に
使
わ
れ
た
ぶ
ど
う

は
、
鶴
霜
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
（
高
橋
重

代
表
）
が
平
成
6
年
度
に
県
農
林
水
産

業
振
興
事
業
の
補
助
事
業
で
取
り
組
ん

だ
鶴
吉
地
内
の
ぶ
ど
う
団
地
（
造
成
n

ヘ
ク
タ
ー
ル
・
苗
木
1
、
6
5
0
本
）

で
栽
培
さ
れ
た
も
の
。
同
ワ
イ
ン
は
、

欧
州
系
の
ぶ
ど
う
セ
ー
ベ
ル
種
を
原
料

　
　
　
　
　
　
さ
わ

に
し
て
お
り
、
爽
や
か
な
酸
味
が
特
徴

の
白
ワ
イ
ン
（
中
辛
口
）
。
ラ
ベ
ル
の

絵
は
、
大
地
の
芸
術
祭
に
参
加
し
た
作

品
を
原
画
と
し
て
い
ま
す
。

魚沼地方林業振興祭を開催
　10月6日、中子台地で魚沼管内の関係者400人ほどが参加して「第12回

魚沼地方林業振興祭（魚沼地方林業振興祭実行委員会主催）」が開催され

ました。実行委員長の田口町長が開会のあいさつを行ったあと、表彰及び

感謝状贈呈、来賓祝辞、魚沼管内から参加した緑の少年団紹介、記念植樹、

森林教室などが行われました。

　表彰及び感謝状を受賞された方は次のとおりです。

【県知事表彰】　上野造林推進委員会（緑化功労者）

【県緑化推進委員会理事長感謝状1

　大字仁田（緑化）川西中学校（募金〉

【魚沼地方林業振興祭実行委員長表彰】

（学校標語コンクール〉

　最優秀賞　渡辺拓海（川西中2年）

　優秀賞　清水亜沙美（千手小5年）

　　高橋直一（仙田小6年）田村沙貴

　（上野小5年）藤巻健太（橘小6年）

　水沢中学校（緑化）　　　　　　　　▲管内から参加された人たちによって

　十日町森林組合川西班（優秀作業班）　およそ600本ほどが記念植樹されました

句
碑
公
園
を
町
名
所
の

　
十
月
九
日
、
清
龍
寺
精
舎
で
町
句
碑

公
園
保
存
会
（
金
山
有
紘
会
長
）
総
会

が
開
か
れ
、
今
後
の
公
園
整
備
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
一
つ
に

句
碑
公
園
は
、
霜
条
清
龍
寺
裏
の
ブ

ナ
林
を
造
成
、
ブ
ナ
の
自
然
林
を
散
策

し
な
が
ら
二
十
一
基
の
句
碑
を
楽
し
め

る
と
い
う
も
の
で
、
愛
好
者
に
よ
っ
て

　
　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
句
碑

　
　
の
建
立
を
開
始
。
町
で
は
、

番
一
　
平
成
七
年
か
ら
散
策
道
や

が
す
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
し

節
で
季
ろ
て
、
町
内
外
の
誘
客
を
図

の
ご
つ
て
い
ま
す
。

緑
見
新
の
▲

少年野球大会30周年
　先般、庚塚運動場で少年野球大会が開催されました。町内小

学校の野球を愛好する少年たちが一堂に集い、チームプレーを

通してお互いに思いやりと友情を深めることなどを趣旨として

実施されているこの大会も、今回は30周年を迎える記念の大会

となりました。成績は次のとおりです。

　優勝橘ドラゴンズ　準優勝千手タイガース

　3　位　上野ホークス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．11．1・⑥

▲1試合1試合白熱したゲームが繰り広げられました



〈
車
イ
ス
利
用
者
な
ど
も
ま
じ
え

　
歩
道
を
点
検
す
る
参
加
者

道路交通環境を点検
　9月24日、木落地内で「交通安全総点検」が実施されました。これは、

地域住民の方や道路を利用する方などが参加し、道路交通環境の点検を

行い、行政、企業などが一体となった取り組みを通じて、交通安全確保

を目指すものです。今回は、「高齢者・児童が安全に歩ける歩道」を点検

テーマに、地域の皆さんからも実際に歩道を歩いていただき、気のつい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたた点を話し合い、改善策を検討しました。「段差の解消、側溝蓋両端の穴

が危険」など要望が出されました。

信濃川クリーン作戦を実施羅
　10月18日、信濃川の堤防と河川敷のゴミ拾い「信濃川クリーン作戦」

が実施されました。これには町河川愛護会、各建設業者、役場職員らが

参加し、2時間ほど実施した結果、集めたゴミの量はトラック2台にも

なりました。最近、粗大ゴミは減っているものの、空き缶やペットボト

ルが依然としてまだまだ捨てられています。また、中には処理できない

タイヤやバッテリーなどもありました。ゴミは、ルールを守って処分す

るように心掛けましょう。

》
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
関
係
者
。
中
に
は

　
こ
ん
な
粗
大
ゴ
ミ
も
捨
て
て
あ
り
ま
し
た

一第24回
町民マラソン大会結果

！へ

鍵
憲

欝

　
十
月
一
日
、
川
西
中
学
校
体
育
館
脇

を
発
着
点
と
し
て
、
第
二
十
四
回
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
出

発
直
前
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
言
え
な
か

っ
た
も
の
の
、
お
よ
そ
百
六
十
人
が
声

援
を
背
に
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
各

コ
ー
ス
六
位
ま
で
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
A
コ
ー
ス
（
7
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
小
学
生
一
～
三
年
生
男
子

六五四三二一｛立　｛立　｛立　｛立　f立　｛立

丸
山
　
廉
太
（
千
手
小
三
年
）

根
津
　
　
元
（
上
野
小
三
年
）

村
越
裕
太
郎
（
橘
小
三
年
）

小
林
　
大
樹
（
千
手
小
二
年
）

泰
野
喜
三
彦
（
橘
小
二
年
）

丸
山
　
友
浩
（
橘
小
二
年
）

同
女
子

一
位
　
丸
山

夏
織
（
千
手
小
三
年
）

六五四三二
位位位位位

丸高村田引
山橋越口間

▲Bコースを元気よく出発した選手たち

美
里
（
千
手
小
三
年
）

詩
織
（
橘
小
三
年
）

真
弓
（
橘
小
三
年
）

　
梢
（
千
手
小
三
年
）

丸
山
瑠
衣
子
（
上
野
小
三
年
）

一
般
男
子

六五四三二一f立　｛立　｛立　｛立　f立　f立

大
久
保
喜
弘
（
野
口
）

山
家
　
文
良
（
木
落
）

平
野
一
幸
（
四
郎
兼
）

丸
山
　
克
浩
（
根
深
）

藤
木
　
浩
明
（
上
野
小
教
諭
）

佐
藤
　
貴
幸
（
橘
小
教
諭
）

◆
B
コ
ー
ス
（
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
小
学
生
四
～
六
年
生
男
子

五四三二一
位位位位位

片
桐
　
裕
貴
（
橘
小
六
年
）

藤
巻
　
健
太
（
橘
小
六
年
）

高
橋
　
基
輝
（
千
手
小
六
年
）

丸
山
健
志
郎
（
千
手
小
五
年
）

和
久
井
　
大
（
橘
小
六
年
）

六
位
蔵
品
　
　
建
（
千
手
小
六
年
）

同
女
子

六五四三二一｛立　f立　｛立　｛立　｛立　f立

山
家
由
香
里
（
橘
小
六
年
）

山
口
美
香
（
橘
小
六
年
）

田
村
　
知
佳
（
千
手
小
五
年
）

松
田
麻
耶
（
橘
小
六
年
）

水
品
貴
絵
（
上
野
小
六
年
）

蔵
品
麻
弥
（
千
手
小
五
年
）

中
学
生
女
子

六五四三二一
位位位位位位

小樋高小山丸
林口橋川崎山

圭未裕沙真慶
子央子与美子
（　（　（　（　（　（

年年年年年年
）　）　 ）　 ）　 ）　）

　
一
般
男
子

　
一
位
小
田
尚
和
（
千
手
小
教
諭
）

　
二
位
大
久
保
喜
弘
（
野
口
）

　
三
位
星
野
和
一
（
野
口
）

　
四
位
朝
井
宣
人
（
橘
小
教
諭
）

◆
C
コ
ー
ス
（
四
・
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
中
学
生
男
子

六五四三二一
位位位位位位

清藤南藤斉丸
水巻雲巻木山

隆　　　和
明繁革裕彦真
（　 （　（　（　（　（

年年年年年年
）　 ）　 ）　 ）　）　）

一
般
男
子

一
位
小
田

二
位
太
田

三
位
山
ロ

一
般
女
子

一
位
押
木

尚
和
（
千
手
小
教
諭
）

　
正
（
中
央
町
）

清
（
仁
田
）

靖
江
（
元
町
）
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平成12年国勢調査（概数）と平成7年国勢調査の比較

　　事項
町名

平成12年国勢調査 平成7年国勢調査 比　　　　　　較
世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計

中　島　町 47 75 88 163 45 75 88 163 2 0 0 0
山　野　　田 23 40 46 86 27 46 54 100 △　4 △　6 △　8 △14
発電所通り西 56 81 89 170 49 86 93 179 7 、△．5 △　4 △　9
発電所通り東 42 70 73 143 42 68 79 147 O 2 △　6 △　4
南　　　　台 27 42 46 88 0 0 0 0 27 42 46 88

鉄道アパート 2 3 2 5 5 6 8 14 △　　3 △　　3 △　　6 △　　9

栄　　　　町 52 95 105 200 52 96 111 207 0 △　　1 △　6 △　　7
山野田住宅 12 6 11 17 11 7 6 13 1 △　　1 5 4
県営住宅 10 7 4 11 10 6 4 10 0 1 0 1
朝　日　町 39 74 61 135 38 77 66 143 1 △　　3 △　　5 △　　8

四　郎　兼 31 58 59 117 30 55 59 114 1 3 0 3
東　善　寺 33 60 61 121 33 57 61 118 0 3 0 3
上　　　　町 24 38 41 79 24 41 43 84 0 △　　3 △　　2 △　　5

中　央　町 23 41 32 73 24 41 40 81 △　　1 0 △　8 △　　8
田　中　町 37 62 62 124 40 74 77 151 △　3 △12 △15 △27
神　社　町 28 42 58 100 30 54 68 122 △　　2 △12 △　10 △22
学　校　町 57 90 84 174 57 93 105 198 0 △　3 △21 △24
中　屋　敷 37 67 79 146 39 75 80 155 △　　2 △　8 △　　1 △　　9

寺　　　　尾 40 79 73 152 43 81 78 159 △　　3 △　　2 △　　5 △　　7

木　　　　島 57 113 107 220 52 93 101 194 5 20 6 26

沖　　　　立 86 173 167 340 86 177 190 367 0 △　　4 △23 △27
伊　　　　友 75 153 155 308 73 158 162 320 2 △　　5 △　　7 △12
高　原　田 66 ！28 132 260 65 137 135 272 1 △　9 △　3 △12
坪　　　　山 44 85 95 180 44 94 113 207 0 △　9 △18 △27
霜　　　　条 48 85 95 180 45 89 92 181 3 △　4 3 △　　1
鶴　　　　吉 12 17 22 39 ！2 19 24 43 0 △　　2 △　　2 △　　4

あかね園 1 7 23 30 1 8 22 30 0 △　　1 1 0
千手地区計 1，009 1，791 1，870 3，661 977 1，813 1，959 3，772 32 △22 △89 △ll1
上　　　　野 184 325 324 649 180 342 341 683 4 △　17 △　17 △34
上野教員住宅 6 5 1 6 2 2 0 2 4 3 1 4
みのり団地 29 35 44 79 0 0 0 0 29 35 44 79

元　　　　町 56　・ 115 ！l8 233 56 124 122 246 0 △　　9 △4 △13
新町新田 74 148 144 292 74 151 149 300 0 △　　3 △5 △　　8

下平新田 57 107 87 194 52 97 89 186 5 10 △2 8
三　　　　領 29 42 48 90 29 44 54 98 0 △　　2 △6 △　　8

小　根　岸 16 28 38 66 16 29 42 71 0 △　　1 △4 △　　5

なかまの家 1 45 30 75 1 34 26 60 0 ll 4 15

上野地区計 452 850 834 1，684 410 823 823 1，646 42 27 11 38

木　　　　落 93 195 185 380 92 201 193 394 1 △　　6 △　　8 △　14

寺　ケ　崎 8 16 16 32 9 18 20 38 △　　1 △　　2 △　　4 △　　6

塩　　　　辛 17 36 37 73 17 39 38 77 0 △　　3 △　　1 △　　4

仁　　　　田 145 251 279 530 147 281 285 566 △　　2 △30 △　　6 △36
野　　　　口 1！9 239 253 492 ll7 244 259 503 2 △　　5 △　　6 △！！

四　十　歩 2 4 3 7 2 4 4 8 0 0 △　　1 △　　！

原　　　　田 26 49 54 103 26 53 58 ！11 0 △　　4 △　　4 △　　8

根　　　　深 20 44 48 92 20 41 44 85 0 3 4 7
下　　　　原 17 25 35 60 18 32 35 67 △　　1 △　　7 0 △　　7
橘地区計 447 859 910 1，769 448 913 936 1，849 △　　1 △54 △26 △80
中　仙　　田 97 148 ！59 307 105 184 192 376 △　　8 △36 △33 △69
室　　　　島 51 87 77 164 55 101 91 192 △　　4 △　14 △　14 △28
小　　　　脇 15 21 17 38 16 23 22 45 △　　1 △　　2 △　　5 △　　7

高　　　倉 11 12 13 25 16 20 20 40 △　　5 △　　8 △　　7 △　15

田　　　　戸 18 21 21 42 21 25 26 51 △　　3 △　　4 △　　5 △　　9

赤　　　　谷 49 83 80 163 52 99 87 186 △　　3 △！6 △　　7 △23
岩　　　　瀬 48 92 84 176 50 93 89 182 △　　2 △　　1 △　　5 △　　6

大　　　倉 4 3 4 7 5 8 6 14 △　　1 △　　5 △　　2 △　　7

大　白　倉 18 20 24 44 21 26 28 54 △　　3 △　　6 △　　4 △10
小　白　倉 35 53 52 105 37 58 59 117 △　　2 △　　5 △　　7 △12
仙田地区計 346 540 531 1，071 378 637 620 1，257 △32 △97 △89 △186
合　　　　計 2，254 4，040 4，145 8，185 2，213 4，186 4，338 8，524 41 △146 △193 △339

（注〉後日、総務庁統計局で公表する数字と異なる場合があります。
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川
西
町
長
選
挙
⑮

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

蓑
蝶
離
麟
辮
懸

南
雲
丸
山
一
騎
打
ち
か

ー
麹
漫
鶉
肋
謬
泌
轄
師
纏
髪
肇
藝
藤
藷

南
雲
・
丸
山
氏
が
出
馬

　
十
日
町
新
聞
（
昭
和
五
十
八
年
六
月

十
日
号
）
の
記
事
を
次
に
掲
げ
る
。

　
七
月
十
日
に
行
わ
れ
る
川
西
町
長
選

挙
は
、
八
日
ま
で
に
、
助
役
の
南
雲
春

雄
氏
（
五
七
）
と
教
育
長
だ
っ
た
丸
山

富
司
氏
（
六
〇
）
の
二
人
が
立
侯
補
の

意
向
を
表
明
、
早
く
も
千
手
地
区
で
の

一
騎
討
ち
の
公
算
が
強
ま
っ
て
い
る
。

下
馬
評
に
上
が
っ
て
い
た
数
人
の
動
き

は
こ
こ
に
き
て
し
ず
か
に
な
っ
て
い
る

が
、
最
終
的
に
南
雲
・
丸
山
両
氏
に
絞

り
込
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
。

　
　
　
　
（
侯
補
者
は
五
十
音
順
）

　
南
雲
氏
は
七
日
夜
親
族
会
議
を
開
い

て
出
馬
意
志
を
固
め
、
八
日
朝
庁
内
の

課
長
会
議
で
立
侯
補
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
中
で
「
根
津
町
長
の
後
継
者

と
し
て
、
至
ら
ぬ
身
な
が
ら
も
基
本
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図巴．05e犀6澗10日　（角卿日パ5日

　
青
轟
難
騨
㌧
黛
㎜
講
鱗
、

　
悪
雛
禦
路
．
藍
、
蕪
翻
醸
鍵
撚
鰹
懸

　
　
　
　
　
　
蕊
塁
匿
叢
倉
差
幟
墨
毫
；
業
轟
吾
置
響
霜
彊
、
麹

》
昭
和
5
8
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

線
を
可
能
な
限
り
踏
襲
し
、
身
を
粉
に

し
て
務
め
を
果
た
し
た
い
」
と
根
津
町

政
路
線
の
継
承
を
強
調
、
こ
れ
か
ら
政

策
や
体
制
作
り
に
入
っ
て
ゆ
く
。

　
同
氏
は
大
正
十
五
年
四
月
十
一
日
同

町
水
口
沢
生
ま
れ
。
旧
満
州
国
立
開
拓

指
導
員
訓
練
所
本
科
二
年
終
了
。
昭
和

二
十
三
年
千
手
町
役
場
書
記
を
ふ
り
出

し
に
、
三
十
一
年
合
併
後
の
川
西
町
書

記
・
産
業
・
総
務
・
建
設
・
企
画
室
と

課
長
職
を
歴
任
、
昨
年
九
月
助
役
に
就

　
　
　
た
た

任
し
た
叩
き
あ
げ
の
行
政
マ
ン
。
そ
の

無
類
の
手
堅
く
正
確
な
行
政
手
腕
に
は

定
評
が
あ
る
。

　
丸
山
富
司
氏
は
今
月
一
日
そ
う
そ
う

か
ら
近
い
筋
に
起
意
を
表
明
、
翌
二
日

に
は
教
育
長
の
職
を
辞
し
て
い
る
。
そ

の
動
機
を
「
思
い
が
け
な
い
町
長
の
御

逝
去
に
あ
た
り
、
町
民
憲
章
に
示
さ
れ

た
根
津
町
政
を
継
承
し
て
新
し
い
観
点

か
ら
川
西
町
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
」

と
し
て
、
「
足
と
体
と
心
で
明
る
い
選
挙
を

訴
え
て
い
く
」
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　
同
氏
は
、
大
正
十
二
年
一
月
一
日
同

町
中
屋
敷
生
ま
れ
、
日
本
大
学
専
門
部

商
科
を
昭
和
十
七
年
卒
業
。
同
大
商
学

部
を
十
八
年
に
中
退
し
て
第
三
期
海
軍

予
備
学
生
と
な
り
、
二
十
年
に
海
軍
中

尉
で
復
員
。
運
輸
省
信
濃
川
施
設
部
、

陸
上
自
衛
隊
幹
部
を
経
て
四
十
年
九
月

か
ら
同
町
教
育
委
員
、
教
育
長
は
三
期

十
二
年
。
温
厚
な
人
柄
を
ど
う
生
か
す

か
。
　
と
こ
ろ
で
、
川
西
町
で
は
過
去
県
議

選
、
町
長
選
、
町
議
選
を
い
く
度
と
な

く
無
投
票
の
選
挙
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
特
に
今
回
の
根
津
町
長
の
突
然
の

死
去
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
有
権
者
、

ま
た
南
雲
・
丸
山
両
陣
営
で
も
、
「
今

回
は
正
し
い
選
挙
で
町
長
を
選
ぼ
う
」

と
す
る
空
気
が
強
く
、
い
よ
い
よ
中
盤

入
り
す
る
同
町
長
選
の
ひ
と
つ
の
焦
点

に
な
り
そ
う
だ
。

告
示
三
日
前
の
動
き

　
告
示
が
三
日
後
に
せ
ま
っ
た
町
長
選

挙
の
動
き
を
、
当
時
の
「
十
日
町
新
聞
」

と
「
週
報
と
お
か
ま
ち
」
か
ら
次
の
よ

う
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
川
西
町
長
選
挙
は
さ
る
五
月
二
十
二

日
に
根
津
町
長
の
突
然
の
死
去
に
よ
っ

て
、
異
例
に
短
い
”
四
十
九
日
間
決
戦
“

と
し
て
火
ぶ
た
を
切
っ
た
。
全
町
で
意

欲
を
燃
や
す
人
の
動
き
が
具
体
化
し
は

じ
め
た
六
月
早
々
、
丸
山
富
司
前
教
育

長
（
六
〇
）
が
出
馬
を
表
明
し
、
い
ち

早
く
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
頃
、
「
無
投
票

阻
止
を
と
立
侯
補
へ
動
く
気
運
が
高
ま

っ
た
。
そ
し
て
七
月
、
根
津
町
長
の
後

継
者
と
し
て
各
界
か
ら
の
強
い
要
請
を

受
け
た
南
雲
助
役
（
当
時
）
が
立
候
補

を
表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
南
雲
派
の

動
き
と
前
後
し
、
立
候
補
を
表
明
し
て

動
き
始
め
て
い
た
丸
山
富
司
前
教
育
長

〈
昭
和
5
8
年
当
時
の
新
聞
の
写
し
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ク
‘
ひ
，
亡
．
訣
旨
』
婆
し

蚤
㌻
ユ
、
塞
～
』
か
げ
望
一
凧
「

し
之
一
’
¢
四
り
　
　
出
鴨
一
ゑ
烈
隼
な

腰
t
ε
†
芳
2
り
隻
』
レ
た
と
㍗
の

■
ら
の
薗
も
的
燈
賠
丁
る
る
一
r
ε
セ

輪
”
、
『
セ
亡
，

は
、
支
持
者
の
期
待
を
よ
そ
に
、
文
部

大
臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と
か
ら
十
四
日

に
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
と
り
や
め
を
表

明
、
こ
の
出
馬
辞
退
に
よ
り
南
雲
氏
独

走
の
可
能
性
が
強
く
な
っ
た
。

南
雲
氏
の
独
走
固
ま
る

　
告
示
を
あ
と
三
日
後
に
ひ
か
え
た
川

西
町
長
選
挙
は
、
二
十
九
日
ま
で
に
、

当
初
か
ら
本
命
視
さ
れ
て
い
た
南
雲
同

町
前
助
役
（
五
七
）
以
外
の
立
候
補
予

定
者
の
動
き
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
同
氏

の
無
投
票
当
選
が
濃
厚
に
な
っ
た
。

　
南
雲
陣
営
で
は
十
日
に
後
援
会
（
馬

場
文
雄
会
長
）
を
発
足
さ
せ
た
が
、
十

四
日
の
丸
山
氏
の
不
出
馬
表
明
に
よ
っ

て
組
織
作
り
へ
と
戦
術
を
転
換
。
二
十

日
か
ら
座
談
会
形
式
に
よ
る
「
励
ま
す

会
」
を
二
十
一
会
場
で
行
っ
て
き
て
い

る
。
二
十
七
日
に
は
同
町
中
央
町
大
井

方
に
後
援
会
事
務
所
を
設
置
。
「
あ
く

ま
で
公
明
選
挙
を
」
と
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
南
雲
陣
営
（
小
林
寅
雄
幹
事
長
）

は
「
あ
く
ま
で
選
挙
戦
を
前
提
に
し
て
」

と
議
会
や
商
工
会
筋
、
農
業
関
係
団
体

な
ど
幅
広
い
支
持
を
取
り
つ
け
、
千

手
・
上
野
・
橘
・
仙
田
と
全
地
区
に
後

援
会
の
組
織
作
り
を
進
め
て
い
る
盤
石

の
構
え
。
こ
う
し
た
全
町
ほ
ぼ
一
本
と

す
る
空
気
が
強
く
、
い
よ
い
よ
中
盤
入

り
す
る
同
町
長
選
の
ひ
と
つ
の
焦
点
に

な
っ
て
い
る
。

　
各
地
の
座
談
会
で
南
雲
氏
が
訴
え
て

い
る
政
策
は
克
雪
対
策
、
産
業
振
興
、

教
育
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
、
行

財
政
の
合
理
化
の
五
つ
。
克
雪
対
策
で

は
町
道
や
屋
根
雪
処
理
な
ど
の
よ
り
こ

ま
や
か
な
対
応
、
産
業
振
興
で
は
男
子

雇
用
中
心
の
企
業
誘
致
と
生
産
組
織
の

強
化
、
教
育
面
で
は
現
場
の
教
師
が
よ

り
教
育
を
し
や
す
い
施
設
を
作
る
こ
と

な
ど
、
根
津
町
政
の
基
盤
に
立
ち
、
細

や
か
な
行
政
ケ
ア
を
行
う
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。
ま
た
、
公
約
と
し
て
は
、
現

行
の
固
定
資
産
税
率
一
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
を
、
昭
和
六
十
年
か
ら
三
～
五
年
間

で
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
率
す
る
ほ

か
、
情
報
公
開
的
な
制
度
で
わ
か
り
や

す
い
行
政
に
す
る
こ
と
、
移
動
役
場
を

開
設
し
て
町
民
の
要
望
を
聞
く
こ
と
な

ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　
二
十
八
日
夜
の
「
励
ま
す
会
」
沖
立

会
場
で
は
、
約
六
十
人
の
支
持
者
が
南

雲
氏
の
政
策
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
会

場
は
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
同
町
長
選
は
三
日
告
示
十
日
投
票
の

予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
選
挙
の
場
合

は
十
日
の
投
票
日
夜
七
時
す
ぎ
に
は
大

勢
が
判
明
し
、
無
投
票
の
場
合
は
立
候

補
受
け
付
け
し
め
き
り
の
四
日
午
後
四

時
す
ぎ
に
は
新
町
長
が
決
ま
る
。
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、
羅
繹
饗
，
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
葛
蓼
き
き
骸
夢
φ
膿
葛
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
ゆ
　
　
い

田
村
　
友
唯
　
豪
上
　
野

　
　
　
　
　
　
　
直
　
子

　
　
，
し
ゅ
ん
す
け
雅
人

野
沢
　
　
俊
輔
　
　
　
　
野
　
口

　
　
　
　
　
　
　
美
由
紀

　
　
　
　
み
く
光
司

丸
山
　
実
来
　
　
　
高
原
田

　
　
　
　
　
　
　
智
恵
子

　
　
　
ゆ
　
　
き
　
　
の

　
ー
　
　
　
　
　
　
茂

市
月
友
希
乃
　
　
　
高
原
田

　
　
　
　
　
　
　
美
知
子

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　（　（　（根須滝羽佐北中登

津藤沢鳥藤村町坂

と一直貴　健祐道
き　　　　　一
え男子成瞳郎子大

岩
　
瀬

十
日
町
市

東
善
寺

神
社
町
伊
友

十
日
町
市

下
　
原

十
日
町
市

（　（　（
水櫃吉川野高

落間沢上口橋

久英晴忠奈大
美

子樹美宏美和

伊
友

十
日
町
市

沖
立

長
野
県
伊
友

十
日
町
市

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

　　　　星田高平小水斎五西富
　　　　名中橋野林品喜十野井
　　＿　国　　　　　川
　　　10ハ太　 トフ　春庚利飛
　　　月ル郎米ヨサ節繁平一鳥
　　　1　　　　96　91　88　81　80　70　68　61　59　12
　　　日
　　　～（（（（（（（（（（

衆瑠雛難領島罐野

自
衛
隊
生
徒
募
集

　
次
の
と
お
り
平
成
12
年
度
自
衛
隊
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
現
在
1
5
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

■
受
付
期
間
平
成
1
3
年
1
月
5
日
ま

　
　
　
　
　
　
で

■
試
　
験
　
日
　
平
成
1
3
年
1
月
7
日

■
待
　
遇

　
3
年
間
の
生
徒
教
育
終
了
時
に
は
、

次
の
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。

　
＊
陸
上
自
衛
隊
　
神
奈
川
県
立
湘
南

　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校

　
＊
海
上
自
衛
隊
　
広
島
県
立
西
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校

　
＊
航
空
自
衛
隊
　
私
立
科
学
技
術
学

　
　
　
　
　
　
　
　
園
高
等
学
校
（
埼

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
県
）

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張

所
（
智
0
2
5
8
1
3
3
1
0
2
5
6
）

9
◆
「
農
家
経
営
資
金
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
現
状
の
米
価
下
落
を
は
じ
め
と
す
る

農
産
物
価
格
の
低
迷
は
、
町
の
農
家
経

営
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
運
転
資
金
・
借
り

換
え
資
金
な
ど
の
「
農
業
制
度
資
金
」

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も

農
家
経
営
の
支
援
を
図
り
た
い
と
標
記

懇
談
会
を
開
催
い
た
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
日
は
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、
新
潟
川
西
農
協
、
役
場
農
林

課
の
制
度
資
金
担
当
者
が
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
1
7
日

（
金
）
ま
で
に
農
林
課
振
興
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
n
月
21
日
㈹
～
2
2
日
㈱

　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時

■
会
場
　
　
　
役
場
4
階
円
卓
会
議
室

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
課
振
興
係

（
a
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
3
3
2
〉
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
『
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
』

　
町
で
は
、
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高

齢
者
に
適
し
た
食
事
を
提
供
し
て
、
利
用
者
の
家
庭
に
お
昼
の
お
弁
当
と
し
て
お
届

け
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
利
用
対
象
者

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
支
援
及
び
要
介
護
1
～
5
に
認
定
さ
れ
た
者

④
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
食

　
事
の
調
理
が
困
難
な
者

⑤
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
た
者

園
園
関
圏

①
毎
週
日
曜
・
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
・
土
曜
日
の
週
5
日
の
実
施
で
す
。

②
昼
食
を
配
達
し
ま
す
（
配
達
時
問
は
n
時
半
こ
ろ
～
1
2
時
半
こ
ろ
の
予
定
）

③
利
用
を
希
望
す
る
曜
日
は
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

利
用
者
負
担
金

利
用
者
の
負
担
は
、
1
食
当
た
り
2
5
0
円
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
盈
68
1
3
1
1
1
〈
内
線
2
0
0
〉
）

精
神
保
健
講
座

　
精
神
障
害
者
は
日
常
生
活
、
社
会
生

活
を
送
る
う
え
で
い
ろ
い
ろ
な
不
自
由

が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
精
神
障
害
者
の

障
害
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
知

っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い
精
神

障
害
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

●
会
場

●
内
容

●
講
師

11
月
1
4
日
㈹

　
午
後
2
時
30
分
～
4
時

ク
ロ
ス
ー
0

精
神
障
害
の
基
礎
知
識

中
条
第
二
病
院

精
神
科
医
長
山
下
正
廣
さ
ん

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課

　
（
費
57
1
2
4
0
0
）
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福
祉
ま
つ
り
を
開
催

　
1
0
月
1
日
、
総
合
体
育
館
で
「
第
3

回
か
わ
に
し
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
、
町
内
各
郵
便
局
・
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
た
も

の
で
、
手
作
り
品
即
売
の
ふ
れ
あ
い
福

韮
目

意（
敬
称
略
）

▲講師の樋ロさん

福
祉
に

須
藤
　
省
一
（
新
潟
市
）
三
十
万
円

平
野
　
啓
介
（
四
郎
兼
）
　
五
万
円

　
　
　
　
　
訂
　
正

　
9
月
2
0
日
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
高
齢
者
・

障
害
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
い
ろ

い
ろ
』
1
4
ぺ
ー
ジ
・
1
5
ぺ
ー
ジ
掲
載
の

「
施
設
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
違
う
の
製

毎
月
の
入
所
（
院
）
費
用
」
内
に
あ
る

「
☆
理
容
代
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
！

☆
」
欄
お
よ
び
「
☆
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

を
無
料
に
し
て
い
ま
す
！
☆
」
欄
か
ら

「
療
養
型
病
床
群
　
中
条
病
院
（
十
日

町
市
）
」
を
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

祉
バ
ザ
ー
や
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
、
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
評
論
家
・
東
京
家

政
大
学
教
授
の
樋
口
恵
子
さ
ん
が
、

「
今
ま
で
の
時
代
の
流
れ
の
中
に
は
受

け
継
ぐ
べ
き
伝
統
が
あ
る
反
面
、
昔
か

小
わ
ビ

　
　
　
怖
墨
噌
“
高
崎
正
風
選

燈
火
親
し
ボ
タ
ン
の
ほ
つ
れ
な
ど
直
し

紅
葉
見
つ
孫
ら
と
ゆ
く
や
五
色
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

収
穫
の
秋
の
祝
い
の
落
語
会

遊
具
ま
だ
置
か
る
る
ま
ま
に
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

揺
れ
交
わ
す
コ
ス
モ
ス
に
日
の
か
げ
り
け
り

雨
足
の
早
き
夕
暮
れ
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

雁
や
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る
故
郷

鎌
倉
に
八
幡
菩
薩
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

運
動
会
告
げ
る
号
砲
天
高
し

や
わ
ら
か
き
日
差
し
背
に
し
て
小
豆
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

野
に
遊
び
遠
き
想
い
の
赤
ま
ん
ま

両
の
手
を
大
き
く
伸
ば
す
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

日
輪
の
力
弱
ま
り
夕
紅
葉

紅
葉
寺
八
十
八
の
婆
祝
う

　
　
　
　
寒
め
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

越
に
住
む
宿
命
な
り
し
と
冬
構

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ら
伝
わ
る
古
く
さ
い
習
慣
・
し
き
た
り

も
あ
る
。
人
生
8
0
年
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
時
代
に
対
応

し
た
伝
統
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
高
齢
化
社
会
な
ど
の
ゆ

く
え
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

箴
の
音
好
き
で
夜
な
べ
の
は
か
ど
り
ぬ

林
道
の
尽
き
た
る
奥
や
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

音
た
て
て
病
葉
た
ま
る
車
庫
の
中

な
つ
か
し
と
芋
掘
り
友
と
し
ば
し
見
る

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

長
芋
を
掘
れ
ば
傷
あ
る
も
の
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

新
涼
や
ポ
ス
ト
に
落
と
す
も
の
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

背
の
び
し
て
あ
け
び
取
る
子
に
ま
だ
高
く

　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

三
十
分
歩
行
運
動
天
高
し

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

秋
晴
れ
や
歩
く
子
も
あ
り
持
久
走

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

兵
隊
ご
っ
こ
知
ら
ぬ
子
ば
か
り
芒
原

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山

膨
ら
み
し
蕾
は
や
は
り
黄
菊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田

秋
の
陽
に
弾
け
る
豆
を
落
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

美
し
く
日
の
暮
れ
て
行
く
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑

向
山

徳
治

石
平

沿
道
の
サ
ル
ビ
ア
燃
え
て
秋
名
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
治

O休日救急医
11月12日　池田医院（本町西）

　　　　　奮52－2581
　　19日　小林内科医院（中条）

　　　　　盈52－7155
　　23日　第二藤巻医院（上野）

　　　　　⑤68－2018
　　〃　　津南病院（津南町）

　　　　　奮65－3161
　　26日　山口医院（袋町）

　　　　　盈52－2174
12月3日　大熊内科医院（山本）

　　　　　盈52－7066
　　10日　富田医院（神明町）

　　　　　盈52－3269
　　〃　　中条病院（中条）

　　　　　盈57－3018

は
じ
め
よ
う

健
康
づ
く
り

　
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
。
し
か
し
、

人
口
の
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
生
活

習
慣
病
（
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病

な
ど
）
の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
っ
て
要
介
護
者
な
ど
の
増
加
も

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
活
力
あ
る
社
会
と
す
る
た
め
に

は
、
従
来
に
も
ま
し
て
健
康
を
増
進
し

発
病
を
予
防
す
る
（
1
次
予
防
）
が
大

切
で
す
。
日
本
人
の
「
平
均
寿
命
」
と
、

ど
の
年
齢
ま
で
健
康
で
過
ご
せ
る
か
を

示
す
「
健
康
寿
命
」
に
6
歳
以
上
の
差

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
健
康
寿
命
を
い
か

に
延
ば
す
か
、
健
康
寿
命
が
延
び
れ
ば

人
生
は
よ
り
充
実
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
健
康
づ
く
り
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
「
健
康

日
本
2
1
」
は
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
新

し
い
「
健
康
づ
く
り
運
動
」
で
す
。

健
康
日
本
2
1
で
は
、
9
つ
の
分
野
で

⑳
の
項
目
に
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

主
な
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

－
　
栄
養
・
食
生
活
…
自
分
の
適
正
体

重
を
知
り
、
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
よ
う
。
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
む

食
品
や
野
菜
摂
取
量
を
多
く
と
ろ
う
。

食
塩
の
摂
取
量
を
減
ら
そ
う
な
ど
。

健
康
づ
く
り
2
1

動
を
心
が
け
て
い
る
人
を
増
や
箋
幽

日
常
生
活
に
お
け
る
歩
警
－
日
－
囎

　
0
0
0
歩
増
や
そ
う
な
ど
。

睡
眠
不
足
を
な
ぞ
つ
な
ど
．
蓮
圏

眠
に
よ
る
休
養
を
十
分
と
れ
て
）
な

　
い
人
を
1
割
以
上
減
ら
す
）

2
身
籍
動
達
動
●
意
識
的
に
運
麗

3
休
養
．
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
．
．
亀

4
　
た
ば
こ
…
禁
煙
し
よ
う
。

5
　
ア
ル
コ
ー
ル
…
節
度
あ
る
適
度
な

　
飲
酒
に
つ
と
め
よ
う
な
ど
。
（
飲
酒

　
は
1
日
平
均
日
本
酒
換
算
で
1
合
ま

　
で
に
）

6
　
歯
の
健
康
…
定
期
的
に
歯
科
検
診

　
を
受
け
よ
う
な
ど
。

7
　
糖
尿
病
…
健
康
診
査
な
ど
糖
尿
病

　
に
関
す
る
健
康
診
査
を
受
け
よ
う
な

　
ど
。

8
　
循
環
器
病
…
塩
分
を
控
え
カ
リ
ウ

　
ム
を
と
ろ
う
な
ど
。

9
　
が
ん
…
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
受

　
け
よ
う
な
ど
。

　
み
な
さ
ん
も
、
何
か
し
ら
健
康
上
「
気

に
な
る
こ
と
」
、
あ
る
い
は
健
康
の
た
め

に
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
と
い
っ
た

健
康
願
望
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

今
の
あ
な
た
の
健
康
願
望
を
確
認
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
一
つ
ひ
と
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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あ
な
た
も
観
光
大
使
に
！

　
　
ぐ
～
こ
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き
～

　
町
で
は
、
観
光
宣
伝
事
業
の
一
環
と

t
て
、
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か

ら
四
点
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
町
内
の
郵
便
局
と
販
売

所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だひかりを体感光の館川西町上野

可憐な花水ばしょう

　　川西町野口水ばしょう公園

さ
い
。

　
は
が
き
に
刷
り
込
む
大
き
さ
は
、

お
む
ね
こ
の
写
真
の
大
き
さ
で
す
。

表
紙
の
写
真

四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
川

西
町
民
体
育
祭
」
が
、
十
月
八
日
、
川

西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
十
回
目
と
な
っ
た
今

大
会
に
は
町
内
か
ら
二
、
五
〇
〇
人
が

参
加
。
十
三
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
千
手
地
区
を
二
つ
に
分
け
、

五
地
区
の
対
抗
と
な
っ
た
新
千
年
紀
最

初
の
優
勝
は
、
競
技
が
橘
地
区
、
応
援

が
上
野
地
区
と
な
り
ま
し
た
。
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ノ

ち
い
さ
な
罹
麗
見
翁

　
・
、
　
・
　
　
　
o
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
O

》
「
書
」

3
年
生
永
井
明
光
さ
ん

回

〉
「
ハ
イ
テ
ィ
を
ツ
モ
る
手
」

2
年
生
宮
　
健
之
さ
ん

レ
『
書
」

3
年
生
丸
山
慶
子
さ
ん

　義縷墾

　
、
纂
評

犠．
㌧
・
“
為
マ
，
、
、

　
．
露
、
繋

〆
ノ
ー
鵬
　
．
誕
耐

　
馨

》
鞠
ク
ロ
ッ
キ
ー
”
迷
う
手
”
」

2
年
生
藤
巻
佳
織
さ
ん

鰍麟雛

〈
川
西
中
学
校
丁
ー

〈
一
体
育
館
を
外
か
ら
見
た
ら
」

1
年
生
渡
辺
友
貴
さ
ん

懸
購
瓢
懸

12．11．10⑫

〉
「
わ
た
り
ろ
う
下
の
見
え
る

　
校
舎
」

1
年
生
清
水
健
太
さ
ん

〈
噛
花
壇
か
ら
見
え
る
風
景
」

1
年
生
工
藤
彩
佳
さ
ん

（
12
月
号
は
千
手
小
学
校
で
す
）


